
筑後川にて 
詞、曲、加藤淳也 

１ 

水面に映る空の青に  あなたをかさねてみた 

元気でいますか？変わりはないですか？ 

今日もどこかで笑ってますか？ 

 

河川敷から投げた石が  水のうえ走ってく 

うまくいかなくて  ふてくされたりして 

人は今日だって育まれる 

 

とめどなく  とめどなく 

流れ続ける中で  守られる景色も  そそがれる愛も 

全部全部  感謝しよう 

 

筑後川がせせらいでる  まだ見ぬあなた想ってる 

森のめぐみ 海のめぐみ  それをつないでる川のめぐみ 

人の出会いとよく似てる  まだ見ぬ友よ元気でいますか？ 

そんなふうに生きてるから  川の流れはあなたそのもの 

 

 

２ 

土手にしゃがんだ筑後の花火  みんなで見上げながら 

夜空ハジケタ  誰かさんの記憶  

水辺で見つけた少年の笑顔 

 

街の灯りが優しくうつる  流れをながめながら 

虫の鳴き声  季節を越えていく 

清らかさゆえに育まれる 

 

いつだって  いつだって 

ゆるやかで優しくて  守られる景色も  そそがれる愛も 

全部全部  感謝しよう 

 

筑後川がせせらいでる  まだ見ぬあなた想ってる 

森のめぐみ  海のめぐみ  それをつないでる川のめぐみ 

人の出会いとよく似てる  まだ見ぬ友よ元気でいますか？ 

そんなふうに生きてるから  川の流れはあなたそのもの 

 

 

筑後川がせせらいでる  まだ見ぬあなた想ってる 

森のめぐみ 海のめぐみ  それをつないでる川のめぐみ 

人の出会いとよく似てる  まだ見ぬ友よ元気でいますか？ 

そんなふうに生きてるから  川の流れはあなたそのもの  僕そのもの 


